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町 の 人 口 

人 口 9.482 人 （増10) 

男 4,530 人 （増4) 

女 4,952 人 （増6) 

世帯数 2,958世帯（増3) 

出生 6人 転入 40人 

死亡 13人 転出 23人 

(54年2 月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

（市場小学校体育館・ 3月10日完成） 

◇市場小学校体育館が完成、fl0711zJUI )ート充◇ 
―時代の要求に応じた装いの近代的体育館― 

年々盛んを増しているスポーツの振興は、現在施設等の不足でそのパワーを十分発揮で 

きないところにあります。市場可学校講堂は昭和9年建築のもので老朽化が著しく面積も 

狭隆であったため、このたび総面積987Ll（鉄筋コンクリート1部2階建）、総工事費約1億 

3,5加万円の近代的な体育館が3月10日完成しました。この体育館は時代の要求に相応し 

た装いで、児童の教育の場として、特に体育を通じて明るく豊かな人間づくりのための施 



(3） 第195号 昭和54年4月1日 け し、 カ、 あ
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広
 

第195号 昭和54年4月1日 か し、 け あ
 

報
 

広
 

新
年
度
予
算
な
ど
 18 

議
案
を
可
決
 

景気回復と住民生活安定を柱に 

う 

、
第
一
回
三
月
定
例
町
議
会
よ
り
ン
 

/3
月
 16 

日
、
町
執
行
部
 

、 
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第
一
回
三
月
定
例
町
議
会
 

三
月
定
例
町
議
会
は
三
月
十
六
日
か
ら
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
十
四
日
間
に
 

わ
た
っ
て
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
十
八
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
総
額
で
三
十
六
億
五
千
六
百
三
十
四
万
一
千
円
 

で
、
こ
れ
は
昨
年
度
当
初
子
算
に
比
べ
て
〇
、
五
智
増
と
ほ
昼
剛
年
度
と
同
じ
 

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

本
年
度
は
内
需
キ
』
中
心
と
す
る
景
気
回
復
が
着
実
に
進
む
方
向
に
あ
り
ま
す
 

が
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
昨
年
度
に
引
き
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
 

本
町
で
は
景
気
の
着
実
な
回
復
に
資
す
る
た
め
住
民
生
活
充
実
の
基
盤
と
な
る
 

公
共
事
業
等
の
推
進
及
び
社
会
福
祉
施
策
の
充
実
を
は
か
る
等
、
財
源
の
重
点
 

的
配
分
と
節
度
あ
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
基
盤
と
し
て
本
年
度
予
算
の
編
 

成
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

内
容
は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

o
補
正
額
一
億
七
千
四
百
九
十
四
万
四
 

千
円
 

o
予
算
総
額
五
十
億
四
干
五
 

百
四
十
五
万
六
千
円
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

o
補
正
額
一
千
七
十
五
万
 
o
予
算
総
 

額
二
億
四
千
五
百
六
十
八
万
五
千
円
 

▼
昭
和
五
十
」
亙
毒
以
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
子
 

算
 

o
補
正
額
四
干
七
百
三
十
五
万
一
千
円
 

o
予
算
総
額
二
億
ニ
千
四
百
二
万
四
千
 

円
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
子
算
 

o
補
正
額
三
百
九
十
四
万
九
干
円
減
 

) b、 
教育費 

514,699 

(14.1%) 

公債費 

450, 555 

(12.3%) 

《
主
な
経
費
の
内
訳
〉
 

③
同
和
対
策
事
業
（
八
億
三
千
二
百
五
 

十
二
万
五
千
円
）
 

※
市
場
地
区
総
合
整
備
事
業
 
※
同
 

和
地
区
下
排
水
路
改
良
工
事
 
※
集
 

会
所
建
設
工
事
 
※
児
童
遊
園
地
建
 

設
工
事
 
※
納
骨
堂
建
設
工
事
 
※
 

防
火
水
槽
設
置
工
事
 
※
か
ん
が
い
 

施
設
工
事
 
※
た
め
池
改
良
工
事
 

※
農
道
整
備
事
業
 
※
農
機
具
格
納
 

庫
建
設
工
事
 
※
農
機
具
購
入
 
※
 

共
同
育
苗
施
設
工
事
 
※
共
同
作
業
 

所
・
出
荷
所
建
設
工
事
 
※
崖
地
災
 

害
防
止
工
事
 
※
橋
り
ょ
う
新
設
改
 

良
工
事
 
※
地
区
総
合
整
備
事
業
 

※
住
宅
団
地
造
成
事
山
兼
 

※
上
野
地
 

区
総
合
体
育
施
設
建
設
工
事
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o
予
算
総
額
一
億
三
千
三
百
六
十
二
万
 

三
千
円
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

o
臨
時
石
炭
鉱
害
復
旧
事
業
赤
池
下
水
 

道
（
高
尾
）
復
旧
工
事
三
件
）
、
o
大
谷
 

．
同
和
対
策
集
会
所
敷
地
造
成
及
び
建
 

築
工
事
、
い
ず
れ
も
工
事
請
負
金
額
 

が
三
千
万
円
を
超
え
る
た
め
議
会
の
 

承
認
を
得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
大
字
市
場
第
六
区
代
表
と
の
 

契
約
の
締
結
 

〇
草
場
区
の
代
表
者
よ
り
区
有
財
産
の
 

処
分
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
 

地
元
民
の
要
望
に
よ
り
赤
池
町
の
財
 

産
と
し
て
保
存
登
記
を
行
う
た
め
に
 

契
約
を
締
結
す
る
た
め
議
会
の
議
決
 

を
得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
貝
会
 

委
員
の
選
任
 

O
失
業
対
策
事
業
（
六
億
四
千
三
百
四
 

万
六
千
円
）
 

※
一
般
失
業
対
策
事
業
（
町
内
一
般
 

の
狭
道
舗
装
工
事
）
 

※
緊
急
就
労
 

対
策
事
業
（
道
路
改
良
舗
装
工
事
）
 

※
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
（
瀬
ケ
 

谷
住
宅
団
地
造
成
工
事
）
 

※
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
（
総
合
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
造
成
工
事
）
 

③
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
一
億
五
千
五
 

百
九
十
六
万
ニ
千
円
）
 

※
同
和
向
公
営
住
宅
建
設
三
十
戸
 

（
高
尾
六
戸
・
市
場
二
十
四
戸
）
 

O
災
主
履
旧
事
業
（
二
千
四
百
四
十
九
 

万
円
）
 

※
伏
原
下
水
道
鉱
害
復
旧
事
業
費
 

③
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
（
一
億
一
一
 

干
三
百
十
九
万
四
千
円
）
 

※
市
場
小
学
校
々
舎
建
設
工
事
 

③
一
般
単
独
事
業
（
】
千
三
百
六
十
万
 

九
千
円
）
 

※
不
良
環
境
地
区
改
善
市
霊
莱
（
下
排
水
路
）
 

O
災
害
関
連
事
業
（
一
千
六
百
五
十
九
 

万
五
千
円
）
 

※
ボ
タ
山
防
災
事
業
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
 

九
千
六
百
七
十
三
万
四
千
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
橋
架
設
準
備
 

積
立
金
特
別
会
計
子
算
 

o
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
十
 

五
万
七
干
円
で
す
。
例
年
ど
お
リ
積
 

立
金
に
対
す
る
利
子
の
予
算
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

、 

o
現
委
員
谷
富
次
氏
の
任
期
が
五
十
四
 

年
四
月
十
五
日
で
満
了
と
な
る
た
め
 

後
任
者
と
し
て
白
川
勝
慶
氏
を
選
任
 

す
る
た
め
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

▼
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
 

o
例
年
ど
お
り
の
取
扱
い
金
融
機
関
の
 

指
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

▼
赤
池
町
税
条
例
の
固
定
資
産
税
の
昭
和
 

和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
納
期
の
特
 

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

o
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
固
定
 

資
産
税
の
一
期
分
納
期
を
（
五
十
四
 

年
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
）
と
 

あ
る
を
（
五
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
 

五
月
三
十
一
日
）
に
変
更
す
る
た
め
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
 

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
 

50.752(1.4%) 
68,891(1.9%) 

さ
s
き
 

71. 134(1. 9%) 

) 

魯 
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
 

制
定
 

o
各
種
委
貝
の
年
報
酬
及
び
日
給
を
現
 

状
に
即
応
す
る
よ
う
引
き
上
げ
る
も
 

の
で
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

o
国
保
運
営
協
議
会
の
諮
問
に
よ
り
近
 

隣
町
村
の
動
向
に
併
せ
て
郡
内
統
一
 

し
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

予
算
 

o
昭
和
五
十
四
年
度
の
歳
入
歳
出
子
算
 

の
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
本
年
 

度
子
算
総
額
は
三
十
六
億
五
千
六
百
 

三
十
四
万
一
千
円
で
前
年
度
当
初
子
 

算
と
比
較
し
〇
、
五
督
増
と
前
年
度
 

と
ほ
ぽ
同
じ
子
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

地方交付税 

1,406,168 

(38.5%) 

歳 入 

36億56,341千円 

国庫支出金 

858,996 

(23.5%) 

町 債 

618,800 

(16.9%) 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

o
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
 

九
千
八
十
ニ
万
七
千
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
地
域
開
発
 

事
業
特
別
会
計
予
算
 

o
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
 

八
百
八
十
一
万
一
干
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
 

o
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
一
 

億
三
千
九
百
七
十
万
円
、
資
本
的
収
 

入
三
百
八
十
四
万
円
、
支
出
一
千
一
一
 

J
 

百
二
十
四
万
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
 

o
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
四
 

億
三
千
八
百
六
十
二
万
八
千
円
、
資
 

本
的
収
入
百
五
十
万
二
千
円
、
支
出
 

九
百
六
十
一
万
六
千
円
で
す
。
 

O
報
告
、
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
事
務
監
査
報
告
 

▼
八
区
公
民
館
増
改
築
に
関
す
る
陳
情
 

以
上
二
件
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

候補者などの寄付は全面禁止 

きれいな選挙は 

“三ない運動，，カ、ら） 

贈らない、求めない、受け取らない 

現
職
の
議
貝
は
も
ち
ろ
ん
、
候
補
者
 

や
立
候
補
の
意
思
の
あ
る
人
が
、
選
挙
 

区
内
の
人
に
す
る
寄
付
は
、
親
族
に
対
 

す
る
場
合
な
ど
特
別
な
ケ
ー
ス
を
除
い
 

て
、
い
か
な
る
名
義
で
あ
ろ
う
と
も
、
 

い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者
も
、
寄
 

付
を
求
め
た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
 

は
い
け
な
い
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
 

よ、つ。 
こ
こ
で
い
う
「
寄
付
」
と
は
、
お
金
 

や
品
物
を
贈
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
財
 

産
上
の
利
益
を
提
供
し
た
り
、
約
束
す
 

る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。
 

具
体
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
 

う
な
も
の
で
す
。
 

⑥
お
中
元
や
お
歳
暮
、
出
産
・
入
学
・
 

本
垂
木
、
開
店
な
ど
の
祝
い
を
贈
る
こ
と
 

⑥
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
輪
な
ど
 

を
出
す
こ
と
 

＠
祭
り
や
催
し
物
に
お
金
や
酒
な
ど
 

を
提
供
す
る
こ
と
 

＠
団
体
旅
行
な
ど
に
寄
付
す
る
こ
と
 

候
補
者
や
政
治
家
な
ど
の
寄
付
に
つ
 

い
て
は
、
選
挙
の
と
き
は
も
と
よ
り
、
 

常
日
ご
ろ
か
ら
 

贈

ら

な

い

 

求

め

な

い

 

受

け

取

ら

な

い

 

の
 
ク
三
な
い
運
動
）
で
「
き
れ
い
な
選
 

挙
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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爺球篇紅白戦で送別会 

親子親善スポーツ祭型年帯 

， ’ 

“ぬ、、戚、 ュ、ふ繊 

【写真は、昨年の体育祭から 開始前3000人の体操】 

町 民 体 育 祭 
5 月13日の予定 

新設の総合グラウンドで 

町民体育祭がやってくる一。5月13日（日）、新設の総合 

グラウンドで、ケンランたるスポーツの祭典が計画されてい 

ます。 

昨年は、三年ぶりの体育祭とあって町内各地区から3,000 

人がつどい、大変盛会な体育祭でした。 

ことしはさらに工夫をこらし、昨年に劣らぬ楽しい体育祭 

にしようと、関係諸団体で実行委員会を組織、3月28日の第 

一回会議で日程を決定、要綱案力叫負討されました。それによ 

りますと、実行委員会にプログラム編成、審判、進行、総務 

等の専門委員会を設け、それぞれの機能を集結して体育祭の 

運営にあたることを決定し、実行委員長に池田体協会長、副 

委員長には体協、地区公連、諸団体および体育指導委員から 

それぞれ1名を選出することになりました。 

なお、第二回の実行委員会は4月10日に子定されています。 

ス
ボ
ー
ツ
振
興
の
両
委
員
き
ま
る
 

実
践
指
導
強
化
を
は
か
る
 

三
月
十
六
日
に
ひ
ら
か
れ
た
定
例
教
育
委
員
会
は
、
三
月
末
日
で
任
期
が
満
 

了
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
と
体
育
指
導
委
員
の
次
期
の
人
選
を
決
定
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
人
事
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
 

月
一
日
か
ら
就
任
す
る
委
員
の
選
任
で
 

基
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
両
委
貝
の
四
 

あ
り
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
振
議
会
委
員
が
 

体育指導 

委員の紹介 

居原さん 
、 

，’ 
, ．~ べ敏 

麟；i 
浦田さん 太田さん 

主
と
し
て
社
会
体
育
行
政
の
政
策
面
か
 

ら
、
体
育
指
導
委
員
は
主
と
し
て
実
践
 

技
術
面
か
ら
、
体
育
振
興
を
推
進
す
る
 

役
割
り
を
も
つ
も
の
で
あ
リ
ま
す
。
 

今
期
か
ら
は
特
に
体
育
施
設
の
整
備
 

に
と
も
な
い
、
実
践
指
導
強
化
の
ね
ら
 

い
も
あ
っ
て
体
育
指
導
委
貝
が
」
客
増
 

強
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
 

に
は
、
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
モ
ン
ト
リ
オ
 

上村さん 黒土さん 

プ驚 
河野さん 小松さん 

臨 
一 

一A 

、，；こ奮 
田中さん 武末さん 

麿 
受”：か 

徳永さん 林 

n 

清
原
 
裕
選
手
（
蚊
所
）
が
優
勝
 

ー

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

赤

池

選

手

権

大

会

ー

 

女
子
は
蔭
西
由
里
子
選
手
（
町
芦
）
 

体
協
専
門
部
が
取
リ
組
ん
だ
初
の
個
人
タ
イ
ト
ル
戦
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

赤
池
選
手
権
大
会
が
二
月
二
十
五
日
、
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、
A
級
男
子
 

で
清
原
裕
選
手
、
女
子
は
蔭
西
由
里
子
選
手
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

【
少
年
野
球
部
】
 

「先 

輩
、
お
元
気
で
。
中
学
 

校
で
も
頑
張
っ
て
下
さ
 

い
」
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 

団
野
球
部
（
監
督
居
原
 

昌
信
さ
ん
）
の
六
年
生
 

送
別
紅
白
試
合
が
、
陽
 

春
の
三
月
二
＋
五
日
、
 

女子A級決勝戦、沖さんのスマッシュきまる 川川川川1川川川川 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
 

七
人
が
後
輩
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
父
兄
会
（
大
穂
稔
会
長
）
か
 

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
卒
業
生
の
前
途
 

を
祝
福
し
ま
し
た
。
 

【
剣
道
少
年
部
】
同
じ
日
、
剣
道
部
は
 

第
三
回
親
子
親
善
ス
ポ
ー
ッ
祭
。
広
い
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
面
で
、
親
子
揃
 

づ
て
百
十
人
が
陽
光
を
身
体
い
っ
ぱ
い
 

に
あ
び
て
躍
動
。
上
村
師
範
、
立
花
後
 

援
会
長
を
は
じ
め
多
勢
の
父
兄
、
部
員
 

が
一
体
と
な
リ
、
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

で
一
日
を
た
の
し
く
す
ご
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
を
は
じ
 

め
各
地
区
か
ら
腕
に
覚
え
の
あ
る
ツ
ワ
 

者
八
十
一
人
が
、
自
分
の
力
量
、
経
験
 

に
応
じ
て
ク
ラ
ス
を
選
び
、
タ
イ
ト
ル
 

に
挑
戦
。
各
ク
ラ
ス
と
も
始
終
熱
戦
好
 

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
く
 

に
B
級
の
優
勝
戦
で
は
男
女
と
も
激
し
 

い
打
ち
合
い
と
な
り
、
会
場
を
湧
か
せ
 

ま
し
た
。
試
合
の
あ
と
、
大
村
部
長
は
 

「
次
回
の
展
望
に
期
待
が
も
て
る
」
と
 

話
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
の
激
戦
の
結
 

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
 

ー
ル
大
会
で
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
 

て
活
躍
し
た
水
上
則
安
さ
ん
が
選
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

新
委
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

委
貝
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

O
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
貫
 

池
田
 
利
文
さ
ん
（
九
支
所
）
 

清
原
 
義
則
さ
ん
（
車
道
）
 

木
村
 

光
さ
ん
（
松
本
）
 

仲
島
 
利
昭
さ
ん
（
猿
畑
）
 

水
上
 
則
安
さ
ん
（
猿
畑
）
 

〇
体
 
青
 
指
 
導
 
委
 
員
 

居
原
 
昌
信
さ
ん
（
昭
和
町
）
 

浦
田
 
真
吾
さ
ん
（
上
野
大
谷
）
 

太
田
 
博
視
さ
ん
（
上
野
大
久
保
）
 

上
村
 
常
夫
さ
ん
（
松
本
町
）
 

黒
土
 

正
彦
さ
ん
（
南
町
団
地
）
 

河
野
 
進
一
さ
ん
（
南
町
団
地
）
 

小
松
 
節
夫
さ
ん
（
上
野
大
浦
）
 

田
中
 

近
さ
ん
（
市
場
）
 

武
末
 

一
郎
さ
ん
（
貴
船
）
 

徳
水
 
清
隆
さ
ん
（
九
支
所
）
 

林
 

道
治
さ
ん
（
朝
日
町
）
 

早
谷
喜
久
雄
さ
ん
（
八
支
所
）
 

長
谷
川
恵
久
さ
ん
（
本
町
）
 

藤
田
 
数
之
さ
ん
（
西
町
）
 

村
上
 
浩
二
さ
ん
（
新
町
）
 

最後のグラウンド整備に汗を流す卒業生部員 

H なかなかうまくいきません倒道部のバンくい競走） 

くり 

I9 早谷さん 長谷川さん 

藤田さん 村上さん 

。オ』ノ 

A
A
級
】
▽
男
子
 
①
清
原
 
裕
（
十
 

八
支
所
）
②
藤
田
数
之
（
西
町
）
▽
女
 

子
 
Q
陰
西
由
里
子
（
町
営
伏
原
）
②
 

沖
さ
ゆ
り
（
八
支
所
）
 

【B
級
】
▽
男
子
 
Q

女
武
義
紀
（
四
 

区
）
②
蔵
本
忠
義
（
町
営
伏
原
）
▽
女
 

子
 
①
香
月
京
子
（
四
区
）
②
小
笹
砂
 

代
（
小
藤
団
地
）
 

【c
級
】
▽
小
学
校
高
学
年
 
①
御
領
 

陸
美
（
十
七
支
所
）
②
沖
ひ
ろ
み
（
八
 

支
所
）
▽
小
学
校
低
学
年
 
高
林
広
美
 

（
十
支
所
）
②
崎
本
実
穂
（
町
営
伏
原
）
 

一 

赤
池
町
の
囲
碁
 

、力 

イユ 

同
好
会
は
、
こ
れ
 

ム
z
 
ロ
仕
 
】「 

ま
で
行
事
ご
と
の
 

」
U

ト
・
 

こ
 
愛
好
者
の
集
ま
り
 

「
剛
『
ー
ス
フ
 
日
 
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
 

鷲
？
」
彩
競
 

一 

一 

話
し
合
わ
れ
、
日
 

一
ー
に
ー
t
か
ー
ー
 

ーl
・

ー

ー

，

一

！

 

常
活
動
の
で
き
る
団
体
へ
脱
皮
す
る
 

こ
と
に
な
り
、
広
く
会
員
を
結
集
す
 

る
こ
と
を
目
指
し
、
四
月
二
十
六
日
 

に
新
発
足
の
準
備
会
を
ひ
ら
く
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
新
し
い
会
の
結
成
総
会
と
 

記
念
碁
会
は
、
五
月
二
十
七
日
（
日
）
 

町
民
会
館
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

'！ー‘】 

【 

▼
三
月
ニ
十
五
日
の
日
曜
 

ノ
レ
 

日
、
少
年
剣
道
部
の
運
動
 

r

男
 

会
が
行
わ
れ
た
。
お
天
気
 

』
．
 

は
よ
か
っ
た
が
、
風
が
冷
 

！ノ 

た
い
日
だ
っ
た
。
少
年
少
 

女
の
チ
ビ
ッ
子
剣
士
五
十
人
と
そ
の
父
 

母
で
百
人
あ
ま
り
の
小
さ
い
運
動
会
だ
 

っ
た
が
、
こ
れ
が
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
 

ー
ズ
ン
の
幕
あ
け
と
な
っ
た
。
 

▼
こ
れ
ま
で
こ
の
小
さ
な
運
動
会
は
、
 

福
智
下
宮
の
境
内
や
川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

な
ど
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
今
 

年
は
整
備
さ
れ
た
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
 

行
わ
れ
、
心
な
し
か
ど
の
顔
も
晴
れ
晴
 

れ
と
満
足
気
だ
っ
た
。
 

▼
町
当
局
が
多
大
の
費
用
を
投
じ
て
建
 

設
し
た
体
育
施
設
は
、
も
ち
ろ
ん
町
民
 

の
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
そ
の
管
理
運
 

営
に
当
っ
て
も
「
町
民
最
優
先
」
の
原
 

則
に
立
っ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
施
設
は
公
共
の
施
設
で
あ
り
、
 

町
民
以
外
は
使
わ
せ
な
い
と
い
う
排
他
 

的
な
も
の
で
は
な
い
。
町
民
で
あ
っ
て
 

も
今
日
申
込
ん
で
今
日
使
用
で
き
る
と
 

は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

▼
 
「
町
民
最
優
先
」
 
の
ル
ー
ト
は
開
か
 

れ
て
い
る
。
が
、
そ
こ
に
は
ル
ー
ル
が
 

あ
る
。
使
用
計
画
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
 

さ
れ
、
そ
れ
が
調
整
さ
れ
、
施
設
の
総
 

合
的
利
用
計
画
が
確
立
す
る
。
こ
の
段
 

階
で
「
町
民
最
優
先
」
が
保
障
さ
れ
る
 

の
で
あ
る
。
 

▼
歩
行
者
優
先
の
道
路
交
通
に
も
信
号
 

が
あ
る
よ
う
に
、
無
制
限
、
絶
対
的
優
 

先
が
こ
の
世
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

9
 

スポーツ安全協会 

害 保 険 
加入のお知らせ 

傷
 

こ
の
保
険
は
、
地
 

区
公
民
館
や
愛
好
者
 

で
組
織
さ
れ
た
団
体
 

が
、
活
動
中
に
生
じ
 

た
事
故
等
に
よ
っ
て
 

傷
害
を
負
っ
た
場
合
 

補
償
す
る
保
険
制
度
 

で
す
。
 

〇
加
入
で
き
る
団
体
 

十
人
以
上
で
編
成
さ
 

れ
た
団
体
で
責
任
者
 

や
団
貝
が
明
確
に
把
 

握
さ
れ
て
い
る
団
体
。
 

〇
対
象
と
な
る
傷
害
 

①
団
焦
甘
理
下
に
お
け
る
活
動
中
に
傷
 

害
を
受
け
た
と
き
、
②
団
体
が
指
定
す
 

る
集
合
場
所
、
解
散
場
所
と
団
体
貝
の
 

住
所
と
の
通
常
経
路
の
往
復
中
に
生
じ
 

た
傷
害
。
 

〇
保
険
料
 

①
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
（
ス
ポ
ー
ツ
 

少
年
団
等
）
廿
一
人
三
百
四
十
円
。
 

②
高
校
生
以
上
で
文
化
、
奉
仕
活
動
を
 

主
と
す
る
団
体
【
一
人
四
百
円
。
 

③
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
地
域
バ
レ
ー
、
 

ソ
フ
ト
等
）
廿
「
人
六
百
八
十
円
 

O
医
療
保
険
金
 

①
支
払
金
額
 
通
院
一
日
 

千
 
円
 

入
院
一
日
 
千
五
百
円
 

②
支
払
限
度
 
非
入
院
 

九
十
日
 

入
 
院
 

百
八
十
日
 

な
お
、
町
公
民
館
で
は
こ
の
保
険
に
 

子
ど
も
二
百
円
、
大
人
百
円
の
助
成
を
 

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
公
民
館
（
T
E
 

L
四
「
〇
〇
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 



(7） 第195号 け 昭和54年4月1日 （6) カ、 い あ
 

報
 

広
 

第195号 

優
秀
作
品
に
岡
部
日
出
朗
が
 

編
「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

二
月
十
六
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
町
 

民
会
館
に
お
い
て
、
会
員
九
名
が
出
席
 

モ
ノ
ク
ロ
九
点
、
カ
ラ
ー
八
十
九
点
の
 

合
評
を
し
た
。
 

《
今
月
の
優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り
》
 

一
席
「
桑
野
博
明
」
 

二
席
「
三
宅
嘉
 

一」 

三
席
「
岡
部
日
出
朗
」
 

四
席
 

「飛 躍」 

つ 

コP
塚
栄
太
郎
」
 

五
席
「
太
田
勝
正
 

」 

六
席
「
永
尾
富
男
」
 

（評） 

今
月
は
岡
部
さ
ん
の
作
品
で
、
ま
さ
 

に
鳥
が
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
る
瞬
間
 

を
実
に
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
と
ら
え
て
 

い
る
。
お
そ
ら
く
何
枚
も
写
し
た
中
の
 

一
枚
で
あ
ろ
う
が
、
波
の
状
態
と
い
い
 

鳥
の
動
感
と
い
い
申
し
分
な
い
作
品
だ
 

と
思
う
 

鳥
の
前
の
部
分
を
あ
け
る
こ
と
に
よ
 

っ
て
、
こ
の
鳥
が
今
か
ら
飛
び
立
っ
て
 

大
空
で
の
自
由
な
出
来
事
を
見
る
人
に
 

想
像
さ
せ
る
小
味
だ
が
、
力
強
い
作
品
 

に
な
っ
て
い
る
。
 

（
早
谷
）
 

‘ー 

ー 
53 

年
中
の
町
内
交
通
事
故
発
生
状
況
ー
 

こ
の
数
字
は
、
赤
池
町
内
に
お
い
て
 

昭
和
五
十
三
年
中
に
発
生
し
た
交
通
事
 

故
発
生
状
況
の
内
容
別
数
字
で
す
。
 

一
一
〇
番
ば
緊
急
通
報
用
の
電
話
で
 

す
。
県
民
と
警
察
を
結
ぶ
大
切
な
き
ず
 

な
と
し
て
、
こ
の
利
用
者
は
増
々
多
く
 

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
 

「 25 

件
」
は
交
通
事
故
発
生
件
数
、
 

「0
件
」
は
交
通
事
故
死
亡
者
件
数
、
 

「 40 

件
」
は
交
通
事
故
傷
者
件
数
で
す
。
 

又
、
交
通
弱
者
に
お
け
る
傷
者
に
つ
 

い
て
は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

o
歩
行
者
事
故
 

五
人
 

o
自
転
車
事
故
 

一人 

o
子
ど
も
の
事
故
 

四
人
 

〇
老
人
の
事
故
 

四
人
 

o
高
校
生
の
事
故
 

三
人
 

〇
二
輪
車
の
事
故
 

八
人
 

発
生
件
数
は
前
年
に
比
べ
五
件
の
減
 

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
傷
者
に
つ
 

い
て
は
二
件
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
 

の
こ
と
か
ら
発
生
事
故
内
容
が
大
規
模
 

な
重
大
事
故
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
交
通
規
則
を
 

守
リ
、
事
故
の
な
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

間
違
い
や
、
緊
急
を
要
し
な
い
と
思
わ
 

れ
る
一
一
〇
番
利
用
も
多
く
、
緊
急
通
 

報
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

次
の
こ
と
を
守
っ
て
正
し
い
一
一
〇
 

番
通
報
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

〈
こ
ん
な
時
に
一
一
O
番〉 

o
ど
ろ
ぽ
う
、
け
ん
か
、
ひ
き
逃
げ
、
 

押
し
売
リ
な
ど
の
事
件
、
事
故
の
被
 

害
に
あ
っ
た
り
、
目
撃
し
た
と
き
。
 

o
人
に
脅
か
さ
れ
た
り
、
暴
力
を
ふ
る
 

わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
。
 

o
手
配
さ
れ
た
犯
人
や
、
怪
し
い
者
を
 

見
か
け
た
と
き
。
 

《
早
く
か
け
よ
う
一
一
O
番》 

警
察
へ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
れ
 

だ
け
犯
人
は
遠
く
へ
逃
げ
て
行
き
ま
す
。
 

た
め
ら
わ
ず
、
次
の
要
領
で
一
一
〇
番
 

し
て
下
さ
い
。
 

o
何
が
起
き
た
か
（
ケ
ン
カ
で
す
。
ひ
 

き
逃
げ
で
す
。
）
 

o
ど
こ
で
（
〇
〇
郵
便
昼
剛
で
す
。
・
・
・
 

…
現
場
の
目
標
を
わ
か
り
や
す
く
。
）
 

o
い
つ
ご
ろ
（
今
か
ら
五
分
ぐ
ら
い
前
 

で
す
。
）
 

〇
ど
う
な
っ
て
い
る
（
け
が
人
は
現
場
 

に
倒
れ
て
い
ま
す
。
犯
人
は
車
で
逃
 

げ
た
。
）
 

o
犯
人
は
（
人
相
、
特
徴
、
逃
走
方
向
、
 

車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
。
）
 

o
通
報
者
の
住
所
と
名
前
を
（
電
話
番
 

号
も
）
 

《
次
の
よ
う
な
場
合
は
田
川
②
ー
三
言
 

番
（
警
察
署
）
へ
電
話
し
て
下
さ
い
〉
 

o
免
許
申
請
、
更
新
、
手
続
な
ど
の
問
 

い
合
わ
せ
 

o
警
察
署
、
派
出
所
の
電
話
番
号
や
駐
 

在
所
の
間
い
合
わ
せ
 

o
身
上
相
談
や
警
察
に
関
す
る
要
望
質
 

間
な
ど
 

田
川
警
察
署
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筋肉層 

紫 膜 

胃ガンの進み方 

I期 Il期 III期 N期 

づ、 

早
期
発
見
が
キ
メ
手
 

ー
シ
リ
ー
ズ
③
ー
 

必
ず
受
け
よ
う
精
密
検
査
 

胃
ガ
ン
は
男
女
と
も
四
十
歳
か
ら
加
 

齢
と
と
も
に
羅
患
率
も
死
亡
率
も
高
く
 

な
り
ま
す
。
 

胃
ガ
ン
は
ま
ず
胃
の
内
側
の
粘
膜
に
 

で
き
ま
す
が
、
こ
の
粘
膜
だ
け
に
と
ど
 

ま
っ
て
い
る
時
期
の
も
の
を
、
早
期
胃
 

ガ
ン
と
い
い
ま
す
。
 

早
期
ガ
ン
の
う
ち
な
ら
手
術
す
れ
ば
、
 

ほ
と
ん
ど
一
〇
〇
％
な
お
り
ま
す
。
と
 

こ
ろ
が
、
早
期
胃
ガ
ン
に
は
自
覚
症
状
 

の
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
早
 

期
に
発
見
す
る
に
は
、
健
康
な
と
き
に
 

定
期
的
に
検
診
を
う
け
る
こ
と
が
第
一
 

で
す
。
 

鵬
 

早期ガン 進行ガン 

ガ
ン
が
粘
膜
を
越
え
て
筋
肉
層
や
葉
 

膜
、
さ
ら
に
胃
壁
の
外
側
ま
で
拡
が
る
 

と
、
い
ろ
い
ろ
な
自
覚
症
状
が
出
て
き
 

ま
す
し
、
こ
う
な
る
と
手
術
し
て
も
完
 

全
に
な
お
す
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
り
 

ま
す
。
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
 

と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
、
な
お
る
 

早
期
胃
ガ
ン
の
う
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
自
 

覚
症
状
が
な
い
こ
と
で
す
。
 

そ
こ
で
い
ち
ば
ん
い
い
の
は
、
だ
れ
 

で
も
気
楽
に
う
け
ら
れ
る
簡
易
で
診
断
 

精
度
の
高
い
胃
の
集
団
検
診
を
定
期
的
 

に
受
け
る
こ
と
で
す
。
 

集
団
検
診
の
一
次
検
査
は
レ
ン
ト
ゲ
 

ン
の
間
接
撮
影
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
 

ま
す
。
胃
を
当
日
朝
か
ら
カ
ラ
ッ
ポ
に
 

し
て
お
き
、
検
査
を
っ
け
る
前
に
バ
リ
 

ウ
ム
と
い
う
白
い
液
の
造
影
剤
を
飲
み
 

ま
す
。
受
診
者
の
の
っ
て
い
る
寝
台
を
 

動
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
方
向
か
ら
五
、
 

六
枚
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
専
門
医
が
読
影
診
断
し
、
異
常
 

者
を
拾
い
出
し
て
精
密
検
査
に
ま
わ
し
 

ま
す
。
 

精
密
検
査
で
は
x
線
の
直
接
撮
影
、
 

透
視
、
胃
カ
メ
ラ
、
フ
ァ
イ
バ
ー
コ
ー
 

プ
な
ど
を
使
っ
て
診
断
し
ま
す
が
、
普
 

通
干
人
に
一
人
か
二
人
の
胃
ガ
ン
、
そ
 

の
十
倍
以
上
の
胃
潰
傷
や
ポ
リ
ー
プ
な
 

ど
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
 

●

胃

ガ

ン

 

全
国
平
均
を
み
る
と
、
一
次
検
診
を
 

う
け
た
人
の
約
一
六
％
が
精
密
検
査
に
 

ま
わ
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
精
密
検
査
 

を
う
け
る
の
は
そ
の
七
〇
％
に
止
ま
り
、
 

の
こ
り
の
三
〇
％
近
い
人
た
ち
は
 
「な 

ん
と
も
な
い
か
ら
」
と
か
、
 

「
忙
し
か
 

っ
た
の
で
」
と
か
の
理
由
で
精
密
検
査
 

胃ガンの5年生存率 （癌研調査） 

28% 

85%I 

山
 

、J 

を
う
け
て
い
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
こ
の
人
た
ち
の
中
か
ら
「
 

早
期
ガ
ン
」
 
が
発
見
さ
れ
る
率
が
高
い
 

わ
け
で
す
か
ら
、
「
要
精
検
」
と
い
わ
れ
 

た
ら
、
全
員
必
ず
精
密
検
査
を
う
け
る
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

食

生

 活
 
の
 
改

善

 

胃
ガ
ン
を
な
く
す
運
動
で
も
う
ひ
と
 

つ
大
切
な
こ
と
は
食
生
活
の
改
善
で
す
。
 

ア
メ
リ
カ
で
も
い
ま
か
ら
四
十
年
ぐ
ら
 

い
前
は
胃
ガ
ン
が
い
ま
の
二
倍
も
あ
り
 

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
今
日
の
よ
う
に
半
 

減
し
た
の
は
、
電
気
冷
蔵
庫
の
普
及
な
 

ど
で
塩
蔵
食
品
摂
取
の
減
少
な
ど
の
食
 

生
活
の
改
善
が
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
 

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

わ
が
国
で
も
胃
ガ
ン
患
者
に
は
、
昔
 

か
ら
米
食
中
心
の
偏
っ
た
食
事
を
つ
づ
 

け
た
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

肉
類
、
牛
乳
、
緑
黄
色
野
菜
や
く
だ
も
 

の
な
ど
を
多
く
と
り
入
れ
て
、
バ
ラ
ン
 

ス
の
と
れ
た
食
生
活
に
改
善
す
る
こ
と
 

が
、
胃
ガ
ン
の
予
防
に
役
立
っ
て
い
る
 

よ
う
で
す
。
 

つ
づ
く
 

☆
 

和
名
 
卯
月
（
う
づ
き
）
 

う
つ
ぎ
の
花
の
咲
く
月
の
意
だ
と
も
 

あ
る
い
は
植
之
月
の
約
言
だ
と
も
い
い
 

ま
す
。
 

1
日
（
日
）
新
会
計
年
度
は
じ
ま
る
 

2
日
（
月
）
 

4
日
（
水
）
 

7
日
（
土
）
 

8
日
（
日
）
 

9
日
（
月
）
 

10 

日
（
火
）
 

30 29 27 22 20 18 
日 日 日 日 日 日 

月 日 金 日 金水 

17 16 
日 日 

火 月 

15 14 13 11 
日
（
水
）
 

日
（
金
）
 

日
（
土
）
 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
m
) 

ェ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
 

図
書
館
記
念
日
 

四
保
育
所
入
園
式
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
申
ン
タ
m
) 

世
界
保
健
デ
ー
 

花
ま
つ
り
 

中
学
校
入
学
式
 

婦
人
週
間
は
じ
ま
る
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

水
産
デ
ー
 

ポ
ス
ト
愛
護
週
間
 

町
議
会
議
員
選
挙
告
示
日
 

復
活
祭
 

科
学
技
術
週
間
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
．
ン
タ
轡
 

土
用
 

発
明
の
日
 

逓
信
記
念
日
 

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
ー
ン
タ
世
 

天
皇
誕
生
日
 

振
替
休
日
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まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

一 

阿
蘇
山
焼
の
吟
行
を
終
え
て
 

野
ロ
て
い
子
 

春
の
彼
岸
の
頃
に
な
る
と
阿
蘇
の
山
 

焼
が
初
ま
る
。
も
の
好
き
ネ
と
い
わ
れ
 

な
が
ら
も
、
も
っ
何
年
も
山
焼
を
見
に
 

出
か
け
る
。
今
年
は
、
あ
い
に
く
の
雨
 

と
な
っ
た
が
予
定
通
り
高
速
路
を
径
て
 

一
気
に
阿
蘇
へ
と
向
う
。
 

●
こ
ま
ご
ま
と
旅
の
用
意
や
菜
種
梅
雨
 

‘、 

・ら 

●
高
速
路
も
っ
す
ぐ
出
口
辛
夷
咲
く
 

て
い
子
 

●
旅
を
来
て
木
の
芽
お
こ
し
と
い
う
雨
 

に
 

駒
 
女
 

「
蒔
間
半
位
で
何
時
も
の
宿
に
着
く
。
 

●
草
萌
え
の
泊
り
馴
れ
た
る
宿
に
着
く
 

雨
 
亭
 

雨
は
な
か
な
か
止
む
様
子
も
な
く
風
 

も
か
な
り
出
て
冷
え
込
む
。
 

●
借
り
し
も
の
カ
サ
も
マ
フ
ラ
ー
も
春
 

疾
風
 

美
輪
子
 

●
肌
寒
し
野
遊
び
心
と
も
な
れ
ず
 

千
恵
子
 

悪
天
候
で
外
を
散
歩
す
る
こ
と
も
出
 

来
な
い
が
、
俳
句
ュ
ゲ
干
I
る
お
蔭
で
退
屈
 

を
し
な
い
。
一
回
、
二
回
、
三
回
と
寝
 

る
ま
で
句
会
が
行
わ
れ
る
。
 

●
春
雲
に
嶺
つ
、
込
ん
で
裾
野
せ
り
 

野
 
火
 

●
着
こ
な
し
て
を
り
春
宵
の
宿
浴
衣
 

園
 
女
 

●
如
月
の
阿
蘇
路
は
コ
ー
ト
着
て
い
て
 

も
 

一 

歩
 

●
着
膨
れ
て
笑
わ
れ
て
い
る
彼
岸
か
な
 

天
留
翁
 

●
句
座
終
え
て
語
り
更
け
た
る
春
の
宿
 

春
 
翁
 

昨
日
は
、
あ
ん
な
に
重
く
五
岳
を
覆
 

っ
て
い
た
雲
も
、
今
朝
は
取
れ
て
山
が
 

明
る
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
真
白
に
 

雪
化
粧
を
し
て
い
る
。
お
彼
岸
の
中
日
 

と
い
う
の
に
山
の
巾
ー
ま
で
か
な
り
の
 

積
雪
だ
。
楽
し
み
に
し
て
来
た
阿
蘇
の
 

山
焼
を
見
る
事
は
絶
望
的
と
な
っ
た
が
 

雄
大
な
五
岳
の
雪
景
色
を
見
れ
て
満
足
 

だ。 ●
す
ぐ
雪
に
変
り
て
阿
蘇
の
春
未
だ
 

駒
 
女
 

●
野
焼
見
る
当
て
の
根
子
岳
吹
雪
を
り
 

一 

歩
 

●
宿
庭
の
芝
に
刷
く
程
春
の
雪
 春

 
翁
 

帰
り
は
峠
の
凍
結
に
大
事
を
と
り
廻
 

り
道
す
る
。
途
中
師
の
湖
中
句
碑
の
あ
 

る
江
津
湖
に
立
寄
る
。
風
は
冷
た
い
が
 

天
気
も
快
復
し
、
遠
く
阿
蘇
連
峰
の
雪
 

嶺
が
美
し
い
。
も
う
、
と
っ
く
に
帰
っ
 

て
い
る
と
思
っ
た
鴨
が
句
碑
の
辺
り
に
 

群
な
し
て
残
っ
て
い
た
。
 

●
波
に
の
り
す
ぐ
引
く
鴨
と
思
わ
れ
ず
 

d
 

l
ノ
 

、J
) 

昭
 
女
 

●
残
る
鴨
人
怖
じ
も
せ
ず
寄
り
も
せ
ず
 

野
 
火
 

仕
事
の
こ
と
家
の
事
を
忘
れ
て
の
一
一
 

日
間
の
吟
行
の
旅
も
あ
っ
と
い
う
間
に
 

終
っ
た
。
 

●
春
愁
や
旅
の
二
日
を
そ
れ
な
り
に
 

慶
 
子
 

俳
句
は
年
寄
り
や
文
学
的
オ
能
の
持
 

ち
主
が
す
る
も
の
だ
と
良
く
い
わ
れ
る
 

が
、
す
る
気
さ
え
持
て
ば
誰
に
で
も
で
 

き
る
と
思
フ
。
 

特
に
小
学
生
の
頃
か
ら
初
め
る
と
、
 

理
科
、
国
語
、
地
理
、
歴
史
等
俳
句
を
 

通
じ
て
色
々
勉
強
で
き
、
，
そ
れ
に
自
然
 

を
見
つ
め
る
事
に
よ
り
観
宜
劣
、
思
考
 

力
が
養
わ
れ
、
情
操
教
育
も
自
ら
で
き
 

て
塾
へ
通
う
よ
り
ま
し
で
は
な
い
だ
ろ
 

う
か
。
 

吟
行
の
旅
か
ら
帰
る
と
何
時
も
こ
の
 

感
激
や
楽
し
さ
を
一
人
じ
め
す
る
の
が
 

も
っ
た
い
な
く
、
皆
さ
ん
に
是
非
、
俳
 

句
を
初
め
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
た
く
 

な
る
。
 

赤
 
い
 
バ
 
イ

ク

 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

峡
の
道
 
赤
い
バ
イ
ク
は
す
い
す
い
と
 

春
の
陽
光
 
さ
ん
さ
ん
と
 

空
は
う
ら
ら
か
 
福
智
の
連
峰
う
つ
く
 

し
い
 

嬉
し
い
便
り
か
 
か
な
し
い
か
 

と
り
ど
り
乗
せ
て
 
か
ろ
や
か
に
 

花
の
霞
や
 
伽
藍
の
屋
根
 

ゆ
る
い
ス
ロ
ー
プ
を
 
下
り
て
来
る
 

農
家
の
庭
や
 
曲
り
の
道
の
右
ひ
だ
り
 

上
れ
ば
天
郷
高
原
 
広
い
こ
と
 

エ
ン
ヂ
ン
吹
か
せ
て
 
滝
へ
の
道
の
急
 

坂
路
 

さ
ぞ
や
 
握
る
ハ
ン
ド
ル
 
疲
れ
ま
し
 

よ、つ 

配
達
す
る
人
 
受
け
る
人
 

便
り
の
悲
喜
は
 
人
の
世
の
 

笑
顔
で
受
け
よ
う
 
有
り
が
と
う
 

春
は
来
ま
せ
り
 
峡
の
道
 

走
っ
て
来
る
よ
 
赤
バ
イ
ク
 

春
風
と
共
 
便
り
乗
せ
 

す
い
す
い
走
る
 
赤
バ
イ
ク
 

ー

◆

 

◆
 

◆
 

廃
 
鉱
 

の
 

街
 

（
上
野
常
福
）
 

熊
谷
 
綾
子
 

閉
鎖
の
サ
イ
レ
ン
の
音
と
共
に
 

神
を
脱
い
だ
ボ
タ
山
は
 

今
で
は
宅
地
に
雑
草
地
帯
に
 

全
盛
時
代
の
あ
の
頃
の
石
炭
の
煙
に
 

満
ち
満
ち
た
煙
突
は
ア
ル
バ
ム
の
中
の
 

唯
一
の
生
き
証
人
 

王
女
と
暮
し
を
肩
に
負
い
倖
い
求
め
て
 

東
へ
西
へ
遠
く
旅
立
っ
た
人
達
に
 

御
無
沙
汰
の
か
ぎ
り
を
手
紙
に
寄
せ
た
 

破
っ
ぱ
の
音
や
炭
坑
節
 

一
番
方
終
え
た
父
ち
ゃ
ん
の
黒
い
顔
 

賃
金
袋
を
神
棚
に
「
今
月
も
御
無
事
に
 

」
と
 

？

ー

 

J
 

一
礼
ニ
柏
二
礼
の
し
わ
く
れ
母
ち
ゃ
ん
 

昔
あ
っ
た
と
い
う
人
情
長
屋
も
ス
ク
ラ
 

ム
も
 

足
早
に
過
ぎ
た
想
い
出
話
の
小
乞
へ
 

一
筆
泊
伸
「
あ
れ
か
ら
二
十
数
年
」
 

す
り
減
っ
て
去
く
炭
鉱
の
街
 

赤
貧
の
青
春
時
代
を
こ
の
街
で
 

忙
い
で
生
き
て
き
た
は
ず
な
の
に
 

な
ぜ
か
 
ま
だ
 

私
の
心
の
中
は
過
ぎ
て
は
い
な
い
 

◆
 

◆
 

時
 

◆
 

（
上
野
常
福
）
 

松
葉
カ
ホ
ル
 

時
は
流
れ
る
 
時
代
と
と
も
に
静
か
に
 

流
れ
る
 
我
が
年
輪
も
流
れ
る
 
静
か
 

に
 
静
か
に
 

時
に
は
強
く
荒
々
し
く
 
怒
と
う
の
如
 

く
 
又
あ
る
時
は
よ
ど
ん
だ
如
く
 
静
 

か
に
 

悲
し
み
 
喜
び
 
怒
り
 
憂
い
 

す
べ
 

て
を
包
み
こ
ん
で
 
時
は
静
か
に
流
れ
 

る
 
流
れ
る
 

や
り
直
し
の
出
来
な
い
過
去
を
 
後
悔
 

と
懐
し
み
で
振
り
返
る
 
我
年
輪
 

あ
っ
と
い
う
問
に
流
れ
去
っ
た
六
十
数
 

年
 
あ
と
幾
年
流
れ
る
で
あ
ろ
う
か
 

我
年
輪
 

人
生
行
路
の
港
に
つ
く
そ
の
日
ま
で
 

一
日
一
日
悔
の
な
い
よ
う
 
精
一
杯
流
 

れ
よ
う
 
時
と
共
に
 

流
れ
る
 
流
れ
る
 
時
は
よ
ど
み
な
く
 

流
れ
る
 
静
か
に
 
静
か
に
 

昭和54年4月1日 け
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あ
 

報
 

広
 

。
 

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
 

い
た
と
き
は
 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
 

た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、
 

申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
 

に
気
付
い
た
人
は
、
正
し
い
申
告
に
直
 

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

＠
申
告
し
た
税
金
が
少
な
過
ぎ
た
と
き
 

申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
 

還
付
を
受
け
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き
 

は、 

「
修
正
申
告
」
か
テ
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
 

で
は
、
追
加
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
余
 

分
に
過
少
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
 

の
で
お
早
目
に
 

＠
申
告
し
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き
 

間
違
っ
て
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
 

り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
 

た
と
き
は
、
 

「
更
正
の
請
求
」
キ
エ
9
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
 

エンゼルクイズ 

r生qり后ll」」m 
L 2IJ'"-I=' LL1# 4 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、相撲が年六場所になったのは昭和何年か 

ら？ 

④ 27年 ⑧3(）年（C)33年 

2 . 4月8日は「御水取」。 さて、一行なわれ 

る所は？ 

嘱）正倉院 ⑧東大寺 ④ ．:：宮 

3 、高速道路の照明は誰がつける？（日本公 

団管理の場合） 

④自動タイマー（且）光電管スイッチ 

@）つけっぱなし 

4 、短編作家「オーヘンリー」は、どこの生 

まれ？ 

④フランス ⑧イギリス ⑥アメリカ 

5 ' 「蒲公英」この植物の読み方は？ 

④さざんか ⑧たんl認了 （C）すみれ 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、4月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで-I解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【鄭1回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ⑧ 

【正解者】 

つう一 

,
 

が
で
き
る
の
は
、
申
告
期
限
か
ら
一
年
 

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
五
十
」
犀
 

分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
 

十
五
日
ま
で
で
す
。
）
 

⑥
申
止
肯
を
忘
れ
て
い
た
と
き
 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、
 

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
今
か
ら
 

で
も
確
定
申
告
（
「
期
限
後
申
告
」
）
ュ
ゲ
干
I
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

修
正
申
告
、
更
正
の
請
求
、
期
限
後
 

申
告
の
手
続
な
ど
分
か
ら
な
い
点
は
、
 

最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
で
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
 

と
税
金
 

せ
フ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は
、
給
料
や
 

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
で
引
か
れ
て
 

い
ま
す
の
で
、
自
分
の
税
金
が
ど
の
よ
 

う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
 

ら
な
い
と
い
う
人
が
案
外
い
ま
す
。
 

一
年
間
の
給
与
収
入
か
ら
、
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
の
必
要
経
費
に
当
る
「
給
与
所
 

得
控
除
」
を
し
た
も
の
を
給
与
所
得
と
 

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
給
与
所
得
 

か
ら
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
 

得
控
除
額
キ
差
引
い
た
残
額
に
税
率
を
 

か
け
て
、
そ
の
年
の
所
得
税
を
計
算
し
 

ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
 11 
ー
マ
ン
の
方
は
、
 

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税
 

を
差
引
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
年
間
の
 

税
金
を
概
算
的
に
月
割
計
算
し
た
と
こ
 

ろ
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
そ
の
年
の
所
得
税
と
は
 

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
 

最
後
の
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
 

に
、
そ
の
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。
こ
 

れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま
す
。
 

従
っ
て
、
 

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
 

給
与
の
ほ
か
に
所
得
が
な
け
れ
ば
、
確
 

定
申
告
タ
エ
9
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

, 

ゴミはポリ袋に… 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

l ポリ袋は役場衛生係で、、 
、1枚7円でおわけしますノ 

―役場衛生係一 

国民健康保険税 

納め忘れている人は、 

今すぐに納税を 

みんなの医療費に使わ 

れる大切な税金です。 

④
 

に
J
 ⑧

 
4
. 

今回の応珊数36通のうち、.1瞬は23通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の三名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

レ立花九州男（大字市場） 

ン浴永“梨恵（ブ寺：赤池） 

N 高林 松江（大字市場） 

〔4月の休館日〕 

2 日、 9 日、16日、23日 

〔演 芸 日〕 

1 日、 5 日、8日、12日 

15日、19日、22日、26日 

29日 

J
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社ムー 

祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

金金金金金金金金金 

封
 
立
花
 
富
市
（
市
場
）
 

封 

瀬
口
 

梅
重
（
上
野
大
久
保
）
 

封
 
熊
谷
 
政
雄
（
稲
荷
一
）
 

封
 
世
良
 
知
文
（
上
野
皿
山
）
 

封
 
坂
田
 
勝
実
（
高
尾
）
 

封
 
桑
野
ツ
ジ
ノ
（
稲
荷
二
）
 

封
 
国
広
 
敏
郎
（
上
野
大
久
保
）
 

封
 
二
摩
 
春
男
（
町
営
伏
原
）
 

封
 
安
武
二
丞
治
（
上
野
薬
王
寺
）
 

1

3
月
 20 

日
現
在
ー
 

〔
賛
助
会
費
〕
 

o
沢
永
 
孝
美
（
2

ロ
）
二
千
円
 

（
敬
称
略
）
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固
定
資
産
税
第
一
期
納
期
及
び
 

課
税
台
帳
縦
覧
期
間
の
変
更
 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
昭
 

和
五
十
四
年
度
の
み
次
の
と
お
り
変
更
 

い
た
し
ま
す
。
 

固
定
資
産
税
 

課
税
台
帳
縦
 

覧
期
間
 

固
定
資
産
税
 

第
一
期
納
期
 

4
月

2

日
 

一
 

4
月
 21
 

5
 
月
 

変
更
後
 

3
月

1

日
 

一
 

3
月
 20
 

4
 
月
 

変
更
前
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

交
通
事
故
加
害
者
及
び
被
害
者
の
手
 

軽
な
相
談
相
手
と
な
ら
れ
る
巡
回
交
通
 

事
故
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
 

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 

4
月
 11 

日
（
水
）
飯
塚
市
・
直
方
市
 

4
月
 25 

日
（
水
）
田
川
市
 

4
月
 27 

日
（
金
）
飯
塚
市
 

▽
と
こ
ろ
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
九
二
よ
）
ー
〇
五
五
〇
 

飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
》
ー
五
五
〇
〇
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
〇
九
四
七
四
ー
 
）
ー
二
〇
〇
〇
 

成
人
に
な
っ
た
国
民
年
金
 

二
十
年
前
の
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
 

日
、
国
民
年
金
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
 

あ
れ
か
ら
二
十
年
。
 

被
保
険
者
の
か
ず
は
、
一
八
五
三
万
 

人
か
ら
ニ
七
六
六
万
人
へ
。
受
給
者
の
 

か
ず
は
三
四
三
万
人
か
ら
九
六
〇
万
人
 

へ
。
い
ま
国
民
年
金
は
、
わ
が
国
最
大
 

の
生
ム
皿
制
度
と
な
り
、
六
十
五
歳
以
上
 

の
お
と
し
よ
り
の
八
九
％
に
年
金
を
さ
 

し
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
国
民
年
金
の
二
十
年
の
歩
み
に
 

よ
っ
て
、
勤
め
人
だ
け
を
対
象
に
し
た
 

そ
れ
ま
で
の
』
文
立
は
、
農
林
漁
業
や
中
 

小
商
工
業
、
さ
て
は
自
由
業
や
そ
の
家
 

族
に
ま
で
、
大
き
く
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
ど
の
職
業
 

に
移
っ
て
も
、
ど
れ
か
の
年
金
を
う
け
 

ら
れ
る
“
国
民
皆
」
基
芦
の
仕
組
み
も
 

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
 

そ
の
う
え
、
福
祉
年
金
を
合
わ
せ
る
 

と
、
み
な
さ
ん
に
差
し
あ
げ
る
国
民
年
 

金
の
六
三
・
八
％
は
国
が
た
し
前
を
し
 

て
い
ま
す
し
、
物
価
が
上
が
れ
ば
年
金
 

も
上
が
る
カ
物
価
ス
ラ
イ
ド
4

制
も
採
 

用
さ
れ
ま
し
た
。
ご
婦
人
は
、
誰
で
も
 

国
民
年
金
へ
自
由
に
加
入
す
る
こ
と
が
 

で
き
て
、
古
い
 
「
夫
唱
婦
随
型
」
 
の
年
 

金
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
 

柳・ 

、

、

J
プ
 

み
な
さ
ん
、
こ
の
み
な
さ
ん
の
国
民
 

年
金
を
、
よ
り
大
き
く
育
て
て
く
だ
さ
 

い
。
そ
れ
が
、
あ
な
た
の
生
涯
を
大
切
 

に
守
る
道
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

期
限
ま
で
に
 

四
月
は
、
一
、
一
一
、
三
月
分
の
国
民
 

年
金
保
険
料
の
納
期
限
の
月
で
す
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
 

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金
や
母
 

子
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
 

で
な
く
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
 

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
老
後
生
活
の
 

さ
さ
え
が
失
わ
れ
ま
す
。
 

今
一
度
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
も
 

し
未
納
な
ら
ば
、
す
ぐ
国
民
年
金
の
保
 

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
去
年
の
四
月
か
ら
十
ニ
月
ま
 

で
の
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
分
も
、
 

今
な
ら
ば
役
場
会
計
係
（
窓
口
一
番
）
 

へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
分
も
よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
 
一
年
分
 

を
前
納
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
 

た
も
、
こ
れ
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
 

こ
う
す
る
と
、
三
カ
月
ご
と
に
納
め
 

る
手
数
も
は
ぶ
け
て
、
納
め
忘
れ
も
な
 

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
額
も
、
分
 

納
な
ら
年
に
三
万
九
、
六
〇
〇
円
で
す
 

が
、
前
納
な
ら
三
万
八
、
六
四
〇
円
に
 

割
引
か
れ
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
証
の
検
認
 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
、
 

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
昭
和
五
十
四
 

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

検
認
の
終
っ
て
な
い
方
は
、
検
認
を
 

す
ま
せ
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
早
 

く
検
認
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
 国

保
係
 

「
赤
池
町
史
」
 
の
販
売
 

郷
土
を
み
つ
め
、
見
直
し
、
熱
情
と
 

愛
郷
心
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
赤
池
町
 

史
を
赤
池
町
史
編
さ
ん
事
務
局
（
役
場
 

企
画
室
）
に
て
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
 

本
史
は
町
内
外
を
間
わ
ず
広
域
的
に
 

販
売
さ
れ
、
遠
く
外
国
へ
も
郵
送
さ
れ
 

る
ほ
ど
好
評
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
 

つ
い
て
は
、
残
部
冊
数
も
日
々
に
減
 

少
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
史
を
購
入
さ
 

れ
る
方
は
お
早
目
に
役
場
企
画
室
ま
で
 

お
い
で
下
さ
い
。
 

ご
購
入
の
方
は
、
本
史
一
冊
を
七
千
 

円
に
て
代
金
と
引
換
え
に
販
売
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

犬
の
登
録
と
 

狂
犬
病
予
防
注
射
 

春
期
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
 

線
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
 

、ノ） 

洩
れ
犬
の
な
い
よ
う
に
、
お
願
い
し
ま
 

す。 2
7
圏 2

6S困 2
5S困 

4
月
・
日
 

赤

池

町

役

場

 

赤

池

駅

前

公

園

 

赤
池
商
事
前
 

八
区
（
立
花
利
光
氏
宅
前
）
 

草
場
公
民
館
 

四

区

公

民

館

 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老

人

ホ

ー

ム

 

場
 

所
 

m
 
加
 

,v 

●、。 

1
 

1
 

加
 
m
 

0
 

n'
 

叩
 

加
 

h
‘。 

に
J
 

叩
 

叫
 

1
 

2
 

加
 

卸
 

。‘ 

0
 

叫

 

叩
 

●v 

●』‘ 

叩
 

加
 

1
 

n'
 

9:加 

I 

10:30 

時
 
間
 

o
登
録
手
数
料
 
ニ
千
円
 

o
注
射
手
数
料
 
千
 
円
 

と
手
数
料
は
こ
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

ク
飼
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
ル
 

飼
犬
の
飼
育
を
や
め
る
と
き
は
、
衛
 

生
係
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 衛

生
係
、
 

無
縁
墳
墓
の
改
装
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

▽
墓
地
の
所
在
地
 

福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
大
字
五
ケ
 

山
大
原
一
四
〇
八
、
 
一
四
四
一
、
 

一 

六
一
四
番
地
 

▽
墳
墓
数
 
10 

基
 

▽
届
出
期
限
 
5
月
1
日
 

▽
届
出
先
 

福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
大
字
五
ケ
 

山
一
五
二
九
番
地
（
築
地
伝
様
方
）
 

固
〇
九
二
九
五
・
人
）
ー
五
七
一
〇
 


